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10　序論

第１節 計画策定の趣旨

1 計画策定の趣旨
　本市では、平成13年に策定した第６次土浦市総合計画を市政運営の指針として、様々な施策を計
画的かつ総合的に推進してきました。
　また、平成18年２月には新治村と合併し、新生土浦市としての第一歩を踏み出したところです。
　しかしながら、近年、少子高齢化の急激な進展、人口減少、産業構造の変化、地球規模での環境
問題やＩＴ社会の進展に伴うグローバル化、安全志向の高まりなど本市を取り巻く社会経済情勢は
予想を超える速さで変化しています。
　さらに、地方自治体においても「国から地方へ」、「官から民へ」などの各分野での制度改革や都市
間競争が進む中、市民の価値観やライフスタイルの多様化に対応した施策の展開など、従来にない
変革期を迎えています。
　これら時代の潮流を的確にとらえ、将来にわたり、安心・安全で住みやすく、市民一人ひとりが
生き生きと希望を持って暮らし、誇りと愛着の持てるまちづくりを目指して、市民との協働による
「新しい土浦」を実現するため、平成20年度を初年度とし、平成29年度を目標年度とする第７次土浦
市総合計画を策定するものです。

2 計画の役割
　この計画は、長期的展望の下、本市の目指すべき将来の姿とそれを実現するための施策の方向を
明らかにし、総合的かつ計画的な市政運営のための指針とするものであり、各施策や事業を展開す
る上での基本とするものです。
　さらに、市民、団体、事業者と行政が相互の適切な役割分担と協働により、将来像の実現を目指
して取り組んでいくための社会経済活動全般の指針とするものです。
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序論　11

第２節 計画の構成と期間
第７次土浦市総合計画は「基本構想」、「基本計画」、「実施計画」で構成します。

1 基本構想
　基本構想は、まちづくりの目標を示す基本理念や将来都市像を定め、これを達成するための計画
推進の基本姿勢と施策の大綱を明らかにし、総合的な市政運営の指針とします。
構想期間は、平成20年度から29年度までの10年間です。

2 基本計画（前期基本計画）
　基本計画は、基本構想に掲げた計画推進の基本姿勢と施策の大綱に沿って、より具体的なまちづ
くり指標を明らかにし、具体的な施策推進の指針とします。
計画期間は、平成20年度から平成24年度までの5年間です。

3 実施計画
　実施計画は、基本計画に掲げた施策を実現するため、財政計画に基づいて、3ヵ年のローリング方
式により必要な見直しを行い、毎年度の予算編成の指針とします。
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12　序論

第３節 計画の進行管理

　第７次土浦市総合計画では、施策ごとにまちづくりのための「指標」と「目標値」を設定し、目的と
成果について、市民にわかりやすい計画として策定します。
　計画策定後は、基本計画期間中の進捗状況を継続的に検証するとともに、市民満足度調査の実施
など、市民の視点からの成果と課題を把握し、後期基本計画（計画期間：平成25年度～29年度）策定
のための基礎資料として、活用します。
　これにより、「ＰＬＡＮ（計画）⇒ＤＯ（実施）⇒ＣＨＥＣK（評価）⇒ＡＣＴＩＯＮ（改善・改革）」の
サイクルによるマネジメントシステムを確立し、計画の着実な推進を図ります。

■総合計画の構成とマネジメントシステムのイメージ

●評価可能な政策目標の設定

●政策・戦略目標の設定、施策・事業
　の再構築

■ＰＤＣＡサイクルのイメージ

●施策・事業目標の設定 ●財政フレームとの調整

●施策・事業の予算化・実施

●施策・事業の効果測定・評価
　・数値目標達成状況調査、
　 CS調査、市民評価　等

●施策・事業再編及び評価制度の構築

基本計画
目標指標の評価

事務事業
事業評価

　基本事業における目標指標
（進捗率、整備率、人口比、満
足度等）の達成状況と事務事
業の事業評価によって、目標
指標や事務事業の見直しを行
う。
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